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14.NS2662中寿 ワモンゴキブリ体内およびマウス脳内遊離アミノ酸含量の変化 宮田 正,

斎藤酉夫 (名古屋大学良学部害虫学教室,名古屋市千種区不老町) 48.2.20受理

NS2662,DMVP,trichlorfonおよび dichlorvosをワモンj'キプ.)およびマウスに投与し,ワ

モンゴキプ.)体内およびマウス船内遊離アミノ顧含塁の変化をしらべた.

1) ワモンゴキプ.)全虫体遊離アミノ酸として, プロリン, グルタミン, グルタミン酸,アラニ

ンなど17超斑と2校のニンヒドt)ン敵性物質が検出され,神経組粒では上記の他 GABAが検出さ

れた.マウス脳からは,ワモンゴキプt)全虫体と同様17種のアミノ憩と GABA,タウt)ンそれに1

紐のニンヒド1)ン陽性物質が認められた.

2) ワモンゴキプ.)全虫体にわいて, プロ1)ン, アラニンは中詔症状の進行につれ,その含出が

如処PJiに比べ潜るしくは少しだ.けいれん, まひ状態のものではグルタミンは増加し, グルタミン

俄は減少した.またまひ状態における神経では,GABA, プロ.)ン, グルタミン軌 アラニンがは

少した.

3) 穀虫剤で巾召したマウス脳においては, グルタミン含虫は無処理のものに比べ増加したが,

グルタミン酸含虫はほとんど変化がなかった.アラニンは薬剤処理後一時的に増加し,後減少した.

GABA は NS2662処理でややは少し,他の薬剤処理では増加協向が見られた.

CorriganandKearnsl･2)はワモンゴキブリにDDT

を処班すると中蒔症状が進むにつれてプロ.)ンがは少

することを観察し,これは DDTの脚槻系阻雷にもと

づくTCAサイクルのアミノ酸利用の結果であろうと

報告している.その他多くの研究者により,殺虫剤処

理によるアミノ敢代謝の変化が報告されているが,こ

れらは牧山剤rFl弧 こよる二次的雄響であると考えられ

ていが一13).

また IwamaandJasperll) は γ-aminobutyric

acid(GABA)が神経抑制物質または調節物質として

作用していると報告している.

そこで,木研兜ではワモンゴキブリおよびマウスに

軟球殺虫剤を処理し,ワモンゴキプt)体内およびマウ

ス脳内の遊離アミノ酸合丑の変化についてしらべた.

本文に入るに先だち,有益なご助言をいただいた弥

田肖三名-吉良大学名誉教授,実験上いろいろご援助い

ただいた本多八郎文部技官に感謝の志を表す.

材料および方法

供試昆虫および動物 :火映にもちいたワモンゴキブ

リPeripEaneEaamcn'canaL.雄成虫はマウス用田辺

飼料 CE-2型 (日本配合飼料株式会社製)と水とを与

え,25oC恒温宝で対 も飼育した災訴大学系の羽化後

1-2カ月,平均体重 1gの ものである.マウスは日本

クレア株式会社より入手した ICR-JCL系統の雄で,

水とCE-2型固型飼料を与えて飼育した.
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供試薬剤 :NS2662,DMVP,trichlorfonおよび

dichlorvosはそれぞれ純度が95%,95%,90%,99%

以上のもので,ジエチルバルビツール酸は片山化学工

業株式会社製の試薬をもちいた.

ワモンゴキブリ全虫体および各組抵遊離アミノ酸の

抽出 :ワモンゴキプt)腹部背板節3-4現節にNS2662

は66.4γ/g,DMVPは2.96γ/g,trichlorlonは6.25

γ/g,dichlorvosは 3.43r/gずっ プロピレングリコ

ールに溶かしミクロメ-ターシ.)ンジで塗布処理し,

各中i娃時跡こ全虫体の場合はそのまま,各組紐の勘合

は体紋を採取し,腹部神経索,筋肉および脂肪紅組を

摘出し,水冷しつつ80%アルコールとともにまきいし.

2,500r.p.m.で5分間遠心分離し,妃に80%アルコ

ールで洗浄,遠心分離をくり返し上沼を合し,100●C

に30秒間おき,1夜4oCに放起し,2,500r.p.m.で20

分間遠心分離し,上沼を40oCで油圧浪縮し.完全に

乾固させたのち,一定量の50%アルコールを加え,10

-20FLLをシ1)カゲル縛層プレー トに塗布し,地口肌ノ

ナこ.

ワモンゴキプ1)体紋の採取は,brl木 ･北久11)の方は

に準じ次のごとく行なった.ワモンゴキプ.)の口,旺

門をパラフィンでふさぎ,触角と脚を切断し, 800G

で5分l和遠心した.

絶食の好笹をしらべるためには,ゴキプ.)に水のみ

を与え,15日と30日侶25oCtii温室におき, さきと同

様に操作し,アミノ酸を抽出した.
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マウス崩遊離7ミノ酸の抽出 :マウスに NS2662

は60mg.DMVPは6.2mg.trichlor【onは 20mg.

dichlorvosは8.3mg.フッ化郁恨ソーダは 0.5mg.

ジエチルパルビツール概ソーダは20mgを.プロピレ

ングリコールまたは=m滑水に溶かし0.2mLずつrJゾ

ンデにより経口投与し,一定時間後に胴を桐山し.ワ

モンゴキプ.)の場合と同様にしてアミノ酸の地山を行

なった.

アミノ酸の薄層 クロマ トグラフィー (TLC):小川

･漉久】0)の方法に準じ次のように行なった.シ.)カゲ

ルG (Merck社製)120g,コーンスターチ (日本食品

加工株式会社製)6gに蒸溜水600mtを加え,よく摂

押しながら80-90oCに30分ほどおき,コーンスター

チをよく浴かした.これをスボイドでガラス板 (18×

18cm)に一様にひろげた. この 縛屑プレー トは宝弧

で乾炊させた後,120oCで30分間乾放しtFi性化した.

アミノ恨試料を地神-し,よく陀煉させた,フェノール

:0.08%アンモニア水=4:1(V/V)で一次出閑をし

た.約40oCで2日間乾煉させた後,〟-ブタノール :

酢酸 :木部水-4:1:2(V/V)で 二 次戚閲した. 約

40oCで 1日以上乾塊させ,0.5%ニンヒドリンのアセ

トン溶紋を唄潔し,70-80oCに15分間おき発色させ

た.各スポットの民T]屑をかきとり,少丑の50%アルコ

ールに溶かし,2,000r.p.m.で5分 間遠心分離後,

上約を570mFL15)で,プロリンは440m/̀川 で比色定虫

した.

アミノ佃の同定には各班のアミノ他を同様に展開し,

RI伯を比佼したり, 多発色法17)lこよった. アルギニ

ンに関しては坂口法によった.

以上実験はすべて3-4回反鮎を行なった.

結果および考察

ワモンゴキプt)全虫体およびマウス胴遊耶アミノ暇

の紳屑クロマ トグラムを示せば,図1,2のごとくで

あろ.ワモンゴキブリ全虫体では,プロリン,グルタ

ミン轍.セT)ン,スレオニン,グ.)シン,アラニン,

β-アラニン,グルタミン,アルギニン,シスチン,ア

スパラギン両壁, I)ジン,ヒスチジン,バ1)ン,ロイシ

ン,イソロイシン,フェルニルアラニンの17校の遊離
アミノ概と2柾のニンヒド.)ン助性 物 TIが牧山され

た.またワモンゴキプ1)脱却神経邦では上記17和の他

GABA が検出された. 体牧,筋肉,脂肪組掛 こつい

ても各アミノ酸の虫的変化はあったが,GABA を除

く17種のアミノ慨が検111された.

マウス脳からは上記17孤の他 GABA とクウー)ンと

1種のニンヒドリン陽性物TIが検山された.本実験に

もちいた展開溶媒系ではロイシンとイソロイシン, リ

ジン ･セリンとスレオニン, アラニンとβ-アラニン

▲

ー

圭

-

t

一
ト

(
N
‥T
4･
f
･)

J
a
t
t!
^

‥
p
…
U
t:

U

!)a
UV
:

tOUt27ng
･
u

nrlrll JrJ ▼■■■ =

PhenolI.0.08% Ammoniawater(4..1)

Fig.1.Typicalchromatogram olthefreeamino
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Fig.2.Typicalchromatogramofthefreeamino
acidsinthebrainoithemouse.

はそれぞれ111-のスポットには分脈できなかった.

恐山刑処矧 こよるワモン3'キプ1)企出帆 各机仏道

舵アミノ職分Inにおよはす膨矧 ま.誠1-5のごとくで

ある. 那1･uからも明 らか な よ うに,NS2662,

DMVP.trichlorronおよび dichlorvos処理 ワモン

='キプT)全山休遊耶アミノ慨合iLtの変化は4薬剤とも

r'-d様な帆 lJ,]を示した.すなわち,プロt)ン,アラニン

は巾iほ旭状の進行につれて,その含畠は無処理に比べ

いちじろしく減少した.グルタミン憩についても,NS

2662処理の中詩初期においてやや増加が見 られた他は,

中毒症状の進行に伴ない減少した.一方グルタミンは
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Tablel･ EffectofNS2662,DMVP,trichlorfonanddichloryos:pqlSOnings
onfreeaminoacidscontentsin tlleCOCkroacllWholebody.
(valuesareexpressedin theratiototh占freeaminoacid

contentoftheuntreatedcockroach.)

Insecticides NS2662 DMVP ･Trichlorfon Dichlorvos

Toxic
symptoms

Aminoacids

Proline

Glutamine

Glutamate

Alanine

Cystine

Nor･Convul-Para-Nor-Convul･Para- Nor- Convul･Para- Nor･Convul･
malsion lysis mat sion lysis mal sion lysis . mat sion lysis

g3
57

24

お

40

0

1

0

0

1

61

33

飴

86

8

0

2

0

0

1

66

32

72

78

鮒

0

1

0

0

1

4

8

8

0

3

4

4

4

4

1

0

1

0

0

1

2

1

4

0

8

8

1

0

9

2

0

1

1

0

1

7

7

8

7

7

7

9

0

6

6

0

0

1

0

1

1

7

8

4

7

3

2

2

2

4

0

1

0

0

1

1

0

1

6

2

7

6

6

7

1

0

1

0

0

2

89

66

船
舶

2

0

1

1
0

2

2

2

7

3

0

4

7

6

3

4

0

1

0

0

1

0

0

0

7

1

3

5

7

6

2

0

3

0

0

1

16

51

65

94

餌

1
"
0

1

0

1

LSD5%;0.23

Table2. EEfectofNS2662,DMVP,trichlorLonanddichlorvospoisonings

onfreeaminoacidscontentsinthenervetissueoLthepara･
lyzedcockroach.

(Valuesareexpressedintheratiotothefreeaminoacidcon･

tentoftheuntreatedcockroacll.)I

Insecticides

Aminoacids NS2662 DMVP TrichlorEon Dichlorvos

GABA

Proline

Glutamine

Glutamate

Alanine

〉

30

10

76

19

脚

0

0

0

0

0

Ml､lq

0

0
.9

5

1

2

1

9

3

2

0

0

0

0
.
0

EZ_)

31

10

94

27

13

0

0

0

0

0

EZ(I

55

10

90

帥

55

0

0

0

0

0

LSD5%;0.18

Table3. EffectofNS2662,DMVP,trichlorfonanddiclllorvospoisonings

onfreeamimoacicdscontentsinthehaemolymphofthepara･

1yzedcockroach.

(Valuesareexpressedintheratiotothefreeaminoacidcon･

tentoftheuntreatedcockroach･)

Insecticides

Aminoacids NS2662 DMVP Trichlorfon Dichlorvos

Proline

Glutamine

Glutamate

Alanine

Aspartate

4

8

4

7

3

2

9

7

8

1

0

0

7

0

8

8

3

2

8

2

3

0

2

2

4

0

1

2

1

2

3

9

1

6

9

6

2

3

9

6

0

1

4

0

7

29

26

74

65

舶

0

1

3

1

2

LSD5% ;0.20
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Table4. EffectofNS2662.DMVP.trichlorlonanddichlorvospoisonings
onfreeaminoacidscontentsinthemuscleoftheparalyzed
cockroach.

(Valuesareexpressedintheratiotothefreeaminoacidcontent

oftheuntrcatedcockroach.)

Inseclicides

Aminoacids NS2662 DMVP Trichlorfon Dicl一lorvos

Proline

Glutamine

Glutamate

Alanine

(5lq
0

O

7

5

1

2

1

0

0

1

0

0

6

9

5

9

3

4

1

1

0

1

0

0

LSD5% ; 0.18

dJ]
10

12

t6

鵬

0

1

0

0

g3
02

17

1

0

2

0

0

Table5. EffectofNS2662,DMVP.trichlorfonanddichlorvospoisonings

onfreeaminoacidscontentsintheEatbodyoftheparalyzed
cockroach.

(Valuesareexpressedintheratiotothefreeaminoacidcon･

tentoftlleuntreatedcockroach.)

Insecticides

Aminoacids NS2662 DMVP Trichlorfon Dichlorvos

Proline

Glutamine

Glutamate

Alanine

16
67

98

73

1

0

0

0

3

8

8

6

=

H
L
HH
HU

1

2

1

1

7

3

1

3

1

7

0

7

1

0

1

0

3

4

3

7

5

7

7

4

1

1

1

1

LSD5%;0.21

-部の例外を除き,中む状態のものは如処理のものに

比べ増加した.

MansinghB)は malathion巾砧チャバネ3'キプT)

のプロ1)ンが減少することを観察し.これはTCAサ

イクルの活性化による結果であると和合 している.

Ray16,Ln,小川 ･淡久10).桝木 ･米久11),山田12)はイ

ェバエおよびワモンゴキブリに DDT,lindane,Tepp,

methylparaoxon,nicotineなどを処理し, プロリ

ンの減少が中箱症状と関連したものであり,殺虫剤申

繊 こよろ只滞興竹のエネルギー源として使われるため

であろうと考察している.表6の結果からも明らかな

ように,絶食によってもプロ1)ンのは少が認められた.

グルタミン慨,アラニン,シスチン.ロイシンなどの

アミノ酸が増加したが,その原因については不明であ

る.

Mansingh8)は兆刑処刑ゴキプ.)に 11C-プロ.)ン,

I一°-グルタミン酸を注射してプロ1)ンからグルタミン

酸への利用の増九 およびグルタミン概はTCAサイ

クルを通してアミノ酸転移および酸化的脱アミノ化に

より分節されるが,グルタミン酸からグルタミンへの

転換はプロ1)ンの酸化的利用に比べ少ないと和告して

いる.

まひ期におけろ各組約の遊離アミノ概合虫について

も恭剤rLT別こ大きな迎いは認められなかった.プロ.)ン

の含虫については神経,筋肉紐m,体紋では著るしく

減少していたが,脂肪紐紙ではやや印加幌向を示した.

アラニン含塁の減少について神経,筋肉紐相で-#るし

く減少したが,休校.脂肪紐抱でははっきりした傾向

は認められなかった.グルタミン概合甜 こついては神

経,筋肉組賊で祈るしいかR少が認められたが.胴肪組

mではプロ')ンと同様の帆L'71を示した.これに反し体

紋におけろグルタミン恨缶瓜は胡ろしい相加が認めら

れた.アスパラギン矧 こついては休校で著ろしい増加

が認められた.神経組鰍こおける GABA の含量も減

少していた.プロ1)ン,グルタミン酸,アラニン含丑

のれ虎少が,神粗 ,%肉紐抱で潜るしいことからも,こ

れらのアミノ酸台虫の変化が殺虫剤中寿による異常興

私 けいれんによりひきおこされたものと考えられる.
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Table6. Effectofstarvationonfreeaminoacidscontentsinthewhole

bodyofthecockraocll.

(Valuesareexpressedintheratiotothetreeaminoacidcon･

tentoftheuntreatedcockroach･)

Term ofstarvation(day)

Aminoacids 15 30

Proline

Glutamine

Glutamate

Alanine

Cystine

Lysine

Valine

Leucine,Isoleucine

67

25

77

96

55

11

防

乃

0
.
0

0

0

1

2

9
3

14

97

05

07

44

43

12

78

0

0

2

2

3

4

3

01

LSD･5% ; 0.37

Table7. EffectofNS2662poisoningonfreeaminoacidscontentsinthe
braimofthemouse.

(Valuesareexpressedintheratiototilefreeaminoacidcon･

tentoftheuntreatedmouse･)

Timeaftertreatment(min.)

Aminoacids 15 30 60

GABA

Glutamine

Glutamate

Alanine

Aspartate

3

8

3

2

9

0

1

1

8

1

1

1

1

0

2

86

64

16

98

59

0

1

1

0

1

8

8

5

7

3

7

4

9

0

0

0

1

0

1

1

0

5

7

9

8

9

3

1

7

2

0

1

1

0

1

LSD5% ; 0.18

Aable8. EffectofDMVPpoisoningonfreeaminoacidscontentsinthe
brainofthemouse.

(Valuesareexpressedintheratiotothefreeaminoacidcon･

tentoitheuntreatedmouse･)

Timeafterthetreatment(min.)

Aminoacids 15 30 60

GABA

Glutamine

Glutamate

Alanine

Aspartate

92

81

32

94

99

0

1

1

0

0

0

8

3

3

9

3

4

1

0

1

1

1

1

1

1

7

1

4

2

2

8

3

1

4

9

1

1

1

3

0

1

8

4

5

1

3

2

2

0

0

1

1

1

1

1

2

6

4

4

4

8

4

3

6

5

0

2

1

0

1

LSD5% ;0.21
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Table9. Effectoftrichlorfonpoisoningonfreeaminoacidscontentsin
thebrainoltllemouse.

(Valuesareexpressedintheratiotothefreeaminoacidcon･

tentoltheuntreatedmouse.)

Aminoacids

Timealtcrthetreatment(min.)

15 30 60

GABA

Glutamine

Glutamate

Alanine

Aspartate

7

5

3

8

8

0

0

9

9

9

1

2

0

0

1

61

89

41

94
00

1

3

1

3
1

8

5

5

7

5

7

4

1

2

2

1

1

1

1

1

LSD5%;0.19

Table10. EffectoEdichlorvospoisoningonfreeaminoacidscontentsln
thebrainofthemouse.

(ValuesareexpressedintheratiotothefreeamirLOacidcontent

ofthehntreatedmouse.)

仰

52

76

92

67

1

1

0

0

0

Timeafterthetreatment(min.)

Aminoacids 5 15 30 60

GABA

Glutamine

Glutamate

Alanine

Aspartate

98

25

00

49

28

0

2
1

1

1

7

4

8

2

7

1

3

9

2

2

1

1

0

1

1

LSD5%;0.22

19

10

15

59

出

1

1

l

1

0

36

封

90

餌
00

l

'▲
0

0
1

3
6

6

4

4

2

6

1

1

3

Tablell. Effectofsodium diethylbarbiturateandsodium El･10rOaCetate

poisonlngSOnfreeaminoacidscontentsin thebrain ofthe
mouse.

(Valuesareexpressedintheratiotothefreeaminoacidcon･

tentoftheuntreatedmouse･)

Chemicals Sodium diethylbarbiturate Sodium lluoroacetate

Timeafterthetreatment(min°) 30 60

GABA

Glutamine

Aminoacids Glutamatc

Alanine

Aspartate

お

02

10

57

9

1

4

1

1

0

2

7

1

5

5

8

3

0

2

9

1

2

1

3

0

LSD5%;0.26
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マウス脳遊離アミノ酸含歪の変化は表7-11に示し

た.GABA の含畠については NS2662処理では余 り

変化なくやや拭少幌向を示したが,他の薬剤処理では

増加の傾向が認められた 栽虫剤中寿ワモンゴキ◆プt)

ではグルタミン離合丑は著るしく滅少していたが,マ

ウス脳ではほとんど変化なく,一部でやや増加の幌向

が見られたのみであった.アラニン含虫については処

理後一時的に増加幌向が見られ,その後やや減少した.

グルタミン含盃はすべての処理区で増加していた.ア

スパラギン酸含丑については NS2662とtrichlorfon

処理15分後のマウス脳で増加が見られた他は,はつ皇

りした変化は認められなかった.

IwamaandJasper川らによりGABAが神経抑制

物Tiないし調節物質であるとの証拠が増すにつれて,

けいれんマウス脳における GABAの代謝が一層注目

されるようになった.ここでの実験では GABA含fa

の変化についてはっきりした結果は得られなかった.

しかし.GABA含虫の低下がそのまま抑制物質のは

少となってけいれんの原因となるような見解は早急で

あるIJ).BalzeretaZ.20)はセミカルバジトけいれん

ではグルタミン脱炭酸耶宗の阻召により脳内 GABA

の姐少をきたすが,ピ')ドキシン付加でけいれんを止

めえても,GABA はますます減少すると報告してい

ち.そしてこれはピリドキシンがGABA-α-ゲルター

ル酸 トランスアミナーゼの万を脱炭酸酵素により一層

活性化するからであり,GABA 自身のレベルでなく

GABA の交代率がけいれんにとって問題であると推

紺している.

WitterandFarrior7),HathwayeEal.9)はラット

に dieldrinを与え, アラニンの含虫が増加すると報

告し,これは dieldrinが TCAサイクルのα-ketog-

1utarateでの酸化を阻害しているためとしている.

塚田21)は脳の機能と脳内アンモニアおよびグルタミ

ン含nの変化についてしらべ,脳内アンモニアはグル

タミン概と結合し,グルタミンとなり無寿化されると

した.またグルタミン含丑の変化が認められなかった

ことから,グルタミン酸は帯に祁なわれているとした.

本火駿における結果もこれを支持しており,グルタミ

ンの相加にもかかわらずグルタミン酸含丑ははば一定

であった.

NS2662,DMVP,trichlorlonおよび dichlorvos

で中寿したマウスでは脳の ChEが70-80%阻gU'-され

脳の Ach含虫も夕照処理の1,5-2倍になっている22)こ

とから,マウスにおける脳内アミノ酸含iitの変化は殺

虫剤の直接的な好響ではなく,殺虫剤中矧 こよる只'Ilf

興脊により引きおこされた二次的彩響と考えられる.
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StJmmary

NS2662,DMVP,trichlorfon and dichlorvos

wereappliedtotlleAmericancockroachandthe

mouse,and thechange in freeaminoacids

contentsinthecockroachandthe･nlOuSebrain

wereinvestigated.

1) Asfreeaminoacidsinthecockroachwhole

body,17aminoacidsincludingproline,glutamine.

glutamateandalanine,andtwoninhydrinpositive

substancesweredetected.Besides the above

aminoacids,GABAwasdetectedinthecockroach

nervetissue.Inthemousebrain,besidesabove

17aminoacids.GABA,taurineandoneninhy-

drinpositivesubstanceweredetected.

2) Prolineandalaninecontentsinthecock･

roachwholebodydecreasedwiththeprocessof

poisonlng.Attl一eCOnVulsiveandparalyzedstages,

glutaminecontentincreasedandglutamatecon･

tentdecreased.Ⅰnthenervetissue.ofparalyzed

cockroach,GABA,glutamateandalaninecon･

tentsdecreased.

3) TnthebrairLOfthemousepoisonedwith

theinsecticides,glutaminecontentincreased,but

glutamatewasalmostthesameasinthebrain

ortheuntreatedmouse.Alaninecontentincre･

asedtemporarilyanddecreased.Alittledecrea･

slngO【GABAcontentwasobservedinthebrain

ofNS2662poisonedmouseanditwasincreased

inthebrainofthemousepoISOnedwithother

insecticides.

ResiduesoftheAc8ricideProclonolinFruitsAndATtimalTiSSuCS. ToshiieNAKAMUR̂,

Mitsuru ANDO,HarueTANARl,EikoMATSUBAYASflT,andMitsuruUcHIY▲MA* (Agricultural

ChemicalsResearchLaboratories,SankyoCo.,Ltd.,Sbinagawa･ku.Tokyo,and*Pharmaceutical

Institute,TohokuUniversity,Aobayama,Sendai)ReceivedMarch20,1973.BoLyu･Kogaku,38.
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15.殺ダニ剤 Proclonolの果実および動物体残留性 中村利家,安藤洞,玉利春江,松林英子,

円山充* (三共株式会社点薬研究所.東京都品川区広町1-2-58,*火北大学薬学瓢 仙台市胃煎山980)

48.3.20受理

殺ダニ剤proclonol〔キラカール⑧.di-(♪-chlorophenyl)-cyclopropylcarbinol)の残留分析法

を碇立し,朱実と動物納税中の残田苛税丑を測定した. Proclonolは ECD付ガスクロマト法によ

り虫少限 lngの検出が可能であり,アセトン抽出後のクリーンアップはヘキサン-DMSO 分配,

フロ])ジルカラムクロマト, およびけん化の組合せでおこなった. 火災では ミカン, .)ンj'および

ナシの残田虫を測定したが, ミカンの果肉部へのしん透残留は全く認められず, 舛皮衣屑ワックス

中に固定されていると思われた.動物体の場合 proclonolを3カ月間迎純投与し1=ラットとマウス

の組抱を分析したが,苛研性は DDT で知られていろレベルよりはるかに低く,hTIまたはそれ以下

と考えられる紡県であった.

Proclonol(di-(クーchloropllenyl)-cyclopropylcarl

binol,Kilakar⑧⊃isapotentacaricidewhichhas

beenusedforthecontrolofthecitrusmitesin

thiscountry. Itischaracterizedbyadvantage

ofitscompatibilitywithalkalinepesticidessuch

asBordeauxMixtureandlimesu一fur,sinceit

doesnotcontainunstablegroupsuchastrichlo･

romethylgroupindicolol. Itsmammaliantox･

icityisrelativelylow;lhcacuteoralLD6｡tO

micewas3420mg/kg,andthenon･elrectlevels

toratsandmiceinfeedingtestsEor90dayswcrc

about25and12mg/kg/day.respectivelyl).

Thisworkwas_undertakentodcterrninctlle

residuesofproclonolinplantsandanimaltissues.

MaterialsandMethods

Samplematerials

Fyul'ts:AsufEicicntamount0140% wettable

powderformulation(WP)or40% emulsiliable

concentrate(EC)dilutedto1500-foldwitllWater

wassprayed2to4timcstothefruitplantsin

thelieldsand fruitswerecollectedfrom tt一e

pre†ecturalagriculturalexperimentalstationsas

shownin Table2.Thesampleswerekeptina

frccZerat-20●Cuntiltheanalyseswerestarted.

AnEmatt∫ssues:Sprague-Dawleystrain rats
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